「20世紀と昭和の歴史」　　　立花隆教授　　　　＊印　筆者（辻野長）独感TT
第13回最終回　2009・7・9（木）　　　　　　　　　北山ゼミYMさんレジュメ
＜時事＞　・横須賀市長選挙　自民系敗北（民主も相乗り）
　　　　　・静岡県知事選で民主党分裂にかかわらず自民大敗

　　　　　　僅少差という見出しが躍るが民主分裂で本当は大差

　　　　　・東京都議選自民党歴史的大敗、民主躍進

　　　　　・麻生総理大臣は党内の意見聞かず苦し紛れ解散予告。
　　　　　　＊この「解散宣言」ではなく、「解散予告」自体が歴
史上異常な事で優柔不断、いきあたりばったり。此処に至っても「ブレへの保険」を懸ける首相。
　　　　　　　　　　　　　　　・駆け込み、どさくさ＜命の法律＞「臓器移植法」を　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　解散予告後成立

　　　　　　　　　　　　　　　・天皇、皇后陛下カナダ、ハワイなどをご訪問中
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講義風景（写真提供・椎橋さん）
＜最終講義にあたって、多くの資料が配布された＞（降伏文書、「長い20世紀」他）
第二次世界大戦、太平洋戦争などの、戦禍の裏付けとも言える「空襲による日本の死傷

者のデータ」「戦争の費用」「国家予算」など戦争によって如何に多くの税金や借金で
国民を苦しめてきたか！等の資料が配布される。

＜立花先生が話し始める＞
現在でも大戦による戦費をまかなった当時発行した「国債」が返納されていなく、返済不能ともいえる８００兆円（現代の円の価値を換算）にものぼる国家の借金を現在の日本はかかえています。

戦後の内閣は総理大臣の在籍が短い(特に最近は４年に４人の総理、せいぜい2年の命)

ので、歴代内閣はこの国民への大借金「国債」の返還を先送りしたままであります。

それどころか、現在の麻生政権（2009年7月18日）でも先だっての「補正予算」の大
盤振る舞いなど、さらに負債、借金は増え続けています。

返済は当然「増税」しか有りませんが、1兆円ずつ返して800年、2兆円で400年という、

気の遠くなるような・・・返済不可能な状態にあります。

国民を苦しめてきたと云うより、今の若い世代にツケを回してきているので、年金破綻、

介護、福祉の課題も、借金返済も、かわいそうですが、今の20代の世代にツケが回され　

れます。さらに毎年「赤字国債」を上積みしていています。今回の金融危機「景気対策」

などの名目で、10兆円を上積みしているのですから。
唯一、小泉政権時に2兆円返済した事実はありますがこの時だけです。

今年大学院の授業では、こんな政府の状態で「どうやって返済できるのか？」と云う

論文をテーマとしてとり上げて、学生は色々アイデアを出さしていますが、カジノを作
って観光資源を確保するとか（先生、受講生苦笑い）オカシイのも有りますが中には

優秀な物の有るようなので、ベスト20を決めて、大学院の授業の中で討論します。
「帝国主義と昭和の遺産」は死傷者や外国への加害のみならず
「大借金の遺産」なのです。
明治維新の薩摩藩（大久保利通が窓口）の戦争の借金は、大阪の商人から多く借りた

と有りますが、返済不可能で、「借金を踏み倒した」。

その代償として、薩摩藩、新政府は大阪商人に鹿児島からの「密貿易」を黙認したのです。彼方南端の鹿児島だったから目立たなかったのでしょう。

外国でも英仏戦争の時ナポレオンがロスチャイルドに多くの戦費を借りて、永久に

毎年利子3%支払うと云う決着をした。英国の国債の高騰やナポレオンからの利子で大
富豪にのし上がったのがロスチャイルド家なのです。現ロスチャイルド巨大銀行資本。
＊以下（北山ゼミYMさんのレジュメが端的明快なの今回転記します。TT）
空襲被害一覧表（都道府県別）

　　東京：8.8万人、広島4.9万人　長崎2万人　など大都市が目立つ

＜金融財政面の年度別会計（一般歳入・歳出）資料＞
　大蔵省、海軍省、陸軍省などの数値が意外に少ない

　→臨時軍事費特別会計で計上していたから=日銀引き受けの公債で賄う

　　　敗戦後、ハイパーインフレを引き起こした
　（以上　　MTさんまとめより）　　　　　　　　　　　　　　

　　　　
要するに、今現在の政治がこの様な大負債状態のまま滞っているのに、その大借金に触れることなく、大型補正予算などで負債を増やし続けています。
1.「ポツダム宣言」の受諾

　前回の講義でも触れましたが、ポツダム宣言は英文（原文）を読むと、如何に
　本気で日本国そのものを、壊滅状態に攻撃する・・・と云う「本気度」が分かります。

「complete destruction   utter devastation」＝「完膚なきまでの崩壊、永久的破壊」　　
を意味しています。

ポツダム宣言の「完膚なきまでの破壊」の文言は、この米国の原子爆弾の成功の情報
に接し「宣言」の中に盛り込んだものと思われます。（1945年7月29日起草）

その後、8月6日ヒロシマ、8月9日ナガサキと原爆が投下され、そしてソ連の参戦が
有ったのです。

トルーマン大統領は原子爆弾の成功は英国のチャーチル首相には極秘裏に話しました
がソ連には伝えませんでした。会談が終わった日の夜に、スターリンの側近でKGB
トップの（ベリア）が「らしい・・」と伝えてはいましたが・・・・。

「ポツダム宣言」の「日本を屈服させるどころか、壊滅させる」と云う文言は、原爆の
成功が裏付けた文章です。
そして資料にある「降伏文」です。（重光葵、梅津美治郎　署名）
「降伏文」の中にはポツダム宣言の条項を再度云い直してある文面になっていて、

この文章が「昭和憲法」の基礎理念にも反映されています。

2.「ポツダム無条件降伏」を受け入れざるを得なかった、その頃の日本
　＜資料＞「昭和天皇独白録」にある。
　前回も述べましたが、昭和天皇は「情報通」だったのです。言い訳する部下等からの報
告よりもラジオで外国の短波放送を聴いていて情報を取得していたのです。

「無条件に降伏する」事が条件のポツダム宣言（今までの占領した領土の返還、武装解除・・）に対して日本側は「国体の護持（天皇中心国家は維持）」を条件に「条件受諾」する事を敵国に打電しました。
このポツダム宣言の要求の中には、人権の尊重（当時からグローバル・スタンダードだ

った）敗戦後の国の形は、日本人が総意に基づいて決めてよい、国民の総意など

後の「昭和憲法・平和憲法」の基礎部分も盛り込まれていたのです。
不戦、人権尊重、平和の希求などが明記されている、

「昭和憲法」は日本人が世界に誇るべき「全人類の遺産」と云ってもよいでしょう。

3.戦争は避け得たのかー政治的（外交的）解決の可能性

＜資料＞参考文献『吉田茂の自問　敗戦、そして報告書「日本外交の過誤」小倉和夫著　

吉田茂は豊富な外交官経験から日本の間違いを検証しようと思い、歴史を遡って調査するチームを編成した。当時方針決定をした外交官に見せて確認し自己検証を行った。時間軸に沿って満州事変、国際連盟脱退などの大きな転換点の過程を検証し、外交の過誤を分析している。しかしこの結果は長く外務省に秘匿され、ようやく2003年に公開された。
a. 日本の国際連盟からの脱退

国際連盟の会議で、「満州国から日本は占領をやめて、撤退すべきである」と云うで案件で42：1と云う一方的な「撤退すべき」との決議で日本は孤立し国連を脱退した。
（松岡洋右外務大臣全権が議決の後の演説が終わり、そのまま席に戻らずにさっそうと議場を去るシーンが有名）

当時大国であった日本は妙に意固地にならず、大国として連盟に留まる図太さがあれば、日本は戦争開戦以外の列強として別の展開も、外交による模索も打開策として考えられ、他の経済等の繁栄に向かう事も出来きたも知れなかったと思います。
b.吉田茂が総括したのは

「夢を追って現実を忘れ、理性を失ったために誇大妄想に陥ってしまった。情勢判断の眼は、希望的観測、楽観主義で見る目が曇り、視界不良になった」

戦争への道を選択してしまい、戦争を遂行して行ったからこそ、「石油も足りない」

「屑鉄も足りない」「あれも足りない、これも足りない」というジリ貧状態に追い込まれていった。

「戦争への道」を選択しなければ、日本国は他の活路があった可能性も大いにあった。

又、米国は、早晩欧州戦争に介入すべき運命にあったとすれば、その後だったら、日米交渉も成立できたかも知れない。
3.戦後の歴史について

日本史図録（山川出版）はよくまとめられた情報紹介である。特に朝鮮特需と経済復興・高度経済成長、ドルショック・高度成長の終焉、冷戦終結と日本社会の動揺、は戦後を語る上で重要なポイントになる。
終戦後の連合軍、米国、ソ連による敗戦国の分割や領土化、などさまざまな「思惑」で、戦後
の「占領計画」のやりとりがあった。
ナチスドイツ降伏の際、首都ベルリンへの「一番乗り」の軍隊を米国にするかソ連にするかの
米ソ間の駆け引きがあった。ベルリンでエルベ川をはさんでアメリカはソ連の進軍を待ったとい

う、ベルリン入城の順序を調整した事実があった。
結果は、ソ連が「ベルリン攻略一番乗り」し、そのニュースフィルムが全世界に流れた。

以降の東西冷戦を鑑みると、この米国の「一番乗りを、あえてソ連に譲った」事は、米国でも賛否も議論が巻き起こりました。　

a.戦後の世界の枠組み（東西冷戦の構造の形成期）
ソ連の野望によって、東ヨーロッパの国々は戦後処理の過程でソ連側に利権を取られ
ることになる。（冷戦の東陣営の成立）
日本の占領政策に於いては、北海道北部から樺太、（現在の北方領土４島含む）をソ連が要
求。

北海道南部から南の本州、四国、九州は米国、と米ソ間で日本分割をソ連は主張したが、これを連合軍最高司令長官ダグラス・マッカーサーが拒否した。

現在、北海道は日本領土であるが、北方４島の問題が現在でも根深く半世紀に及ぶロシアとの長い折衝が続いている。　　　　　　　                    *YMさんレジュメより　
ｂ.ソ連という国

ソ連という国の実態やスターリンの壮絶な粛清については、ソ連崩壊後データがようやく出てきている。スターリンは殺戮数ではヒットラーを遙かにしのぐが、正確な数字はわからない。
　
参考文献　『シベリア鎮魂歌』(香月泰男）--シベリア抑留を経た画家。　

　『収容所列島』（ソルジェニーツイン・ノーベル文学賞受賞）　

満州に残った関東軍を中心に約60万人がシベリアで抑留されたが、日本人収容所のそばに
他国人〔ドイツなど）の収容所が必ずあり、それ以上に反逆者を収容する収容所があった。
ソ連人が一番多い（数千万人単位）。

そもそもソ連は成立の時から粛清の連続であった。当初レーニン主義者は少数であったが、内ゲバで勝って多数派ボルシェビキが支配した。
対立政党の粛清のみならず、ソルジェニーツインなど一般文学者、音楽家など投獄はロシア国民全体にわたって投獄された。
そもそもソ連は成立の時から粛清の連続であった。当初レーニン主義者は少数であったが、内ゲバで勝って少数派ボルシェビキ（少数派の意味）が支配した。
収容所が全国中に作られることとなった。

レーニン率いる「ボルシェビキ」は実際、少数派だったが、多数党員のいるメンシェビキに対し
て、多数派と呼んだ。
換言すれば、少人数グループだが多数派（ボルシェビキ）と自称し、大人数のグループ

（メンシェビキ）をレーニン・マルクス主義革命のボルシェビキが圧倒した。
メンシェビキへの圧政がスターリンによる大粛清の対象となり、メンシェビキの多くは検挙され
「収容所」に大量監禁されるのです。それで、ロシアには「収容所列島」と書かれるほどに「収
容所」が沢山あったのです。　　　　　　　　　　　　　　　　＊YMさんレジュメより
このクラスが始まった６月頃に先生が話された「世界のモンスターは２人いる。ヒトラーとスター
リン」
スターリンが虐殺した人数は、ヒトラーの２千万人と言われるものより遥か多く３千万人以上と言われています！」と結びついてくる。数字の根拠がここの大粛清時代に有ると思う。＊TT独感
3.「長い２０世紀」について
　この本は「資本主義の歴史を綴ったものですが、マルクス的見地には立っていません。
　歴史を見る目
＜資料＞ブローデルの『長い20世紀』　推薦書

　長い諸世紀と蓄積システム・サイクル：長い目〔スパン）で歴史を見る視点が大切である。この本によるとアメリカの世紀が終わり、次はアジアの世紀となり、その中心は日本だと当初書かれたが、ご存知のように最近の中国の急激な経済成長を反映して中国に書き換えられた。

＊以上MYさん

最終講義も時間が迫り、立花隆はこう締めくくった。
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時間も大詰めにきました。資料の「現代戦争事典」「長い20世紀の序文」を読んでいただくと、

さらに歴史と現代との関係が理解できます。

詳しくやればやるほど深くなり、13回という限られた時間だったので十分ではなかったかと思い
ますが、お渡しした資料や紹介した本を読んでいただきたいと思います。
「昭和」と今我々が生きている「現在の国のカタチ」

が、この歴史の講義を通して少しは見えてきたで
はないかと思います。　　　　立花隆　　

2009年立教セカンステージ大学
「20世紀と昭和の歴史」　おわり18:20延長戦
立教SS大学　専攻科　辻野長

立教SS本科MT氏（佐々木ゼミ）
本科YMさん（北山ゼミ）協力謝
1

